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　 ミシ マ サ イ コ は 山間地 の 小規模経営で 「
’
分収益 が あ が

り，しか も軽 作 業 で 栽培 で き る 有 利 な 薬 用 作物 で あ る、，

　大分県 に お い て は 11ha（ユ994年県農産課調査）契約栽

培 さ れ て お り，k暮当 た り5000 円で 生薬 メ
ー

カ
ー

に 販売 し

て い る 。 収 量 は 10a 当た り20 −一一70kg で 年 に よ り不安

定 で ，栽培方法 に つ い て の 研究 は 少ない 。 1995．　 ・一一　96年 に

安定多収の た め の 試験 を行 い ，若干の 知見 を得 た の で 報

告す る 。

　　　　　　　　材料 および方法

　種子 は 国産生 薬 k，k．か ら購人 し た 薬 用在来種を使用 し

た。試験区面積 は 1 区 12mZ，2 区制 で行っ た。

1．播種期

　／995年は 3 月 8LI，／996年は 2 月 14　Fl，22　H ，3 月

6 目 に播種した 。

2 ．栽植ノゴ法

　1995 年は 畦幅 を 65〔m で 2条播，株 間 を 2．5，5，7．5cm

の 3水 準で 検 討 した 。 1 株 2本 立 て と し，間引 い て 所定

第 1 表　ミシマ サ イ コ の 摘芯方法 （1995年）

の 株間 と し た、，ユ996 年 は 畦幅 を 65，75，85，95cm と し

95cm の み 3 条播 で 他 は 2 条播 と し
， 播種最 は 10　 a 当 た

り0，8 〜lkg で ，間引 き は行 わ な か っ た 。

3 ，摘芯方法

　1995 イトは 第 1表 に 示す と お り摘芯】コ［数を，1996 年 は

第 2 表の とお り摘芯高 を検討 した。摘芯 は 専用 の バ リ カ

ン を用 い ，⊥995年 は い ずれ の 区 にお い て も，ま た 1996年

は 7 回摘芯区 と 20。m 高摘芯区で は ，8 月 中旬以降 は 側 画

も刈 り揃えた。

4 ．施 肥

　2 年と も同 じで ， a 当た り基 肥 に堆肥 200kg，鶏糞 80

kg，よ うりん 10kg，苦士 石灰 1〔〕kg，化成肥料（10−10−IO）

を標 肥 区 10kg （窒 素 1，燐 ta　］・）カ リ ユ  ），多肥 区 玉5 

（窒素 1，5，燐酸 1．5，カ リ 1．5kg）施用 した ，， 追肥 は 7 月

〜
　10 月の 毎月 r］・旬 に 化成肥料（16−0−14） を a 当た り，標

」］巴1凶 1．5kg　（窒索 O．2tl
，　カ リ　021kg ）　合言†6kg　（窒素 O．96，

カ リ O．84kg）多肥区 2．25kg 〔窒素 0，36，
カ リ 0．32kg｝合

計 9   （窒素 L44 ，カ リ 1．26kg）施用 した。試験 区 は 標

肥 区 ，
基 肥 標肥 ・追 肥 多肥 区 ，

基 肥 ・追肥多肥区 を設定

した tt
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　 結 果 お よび 考 察 　ミ シ マサ イコ は 出 芽 が悪いといわれ

いる が ，1995 年 播 種で出芽 数 の 調査を行 っ た 。

種 か ら出 芽まで ユ ヶ 月 かか り ，出芽 率 は約 30 ％ 程

で，普通 の 作 物と 比べか
ﾈ り悪かっ た〔 第 3 表 ） 。 第 2表　ミシマサ
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第 4 表 　ミシマ サ イ コ 収 量 調 査結 果 （1995隼〕

塑 里
栽植密度 〔株 間2．5cm）
　　　　（株 間 5cm）

　　　　（孟朱問7．5cm）

　　   当 り　  当 り　 1本 当

　　　 根 重 根 の 数 　り根重

NO 　 星＿ 本 　g
12

つ
ゆ

55，753
．548
．8

64　　 0．86
43　　 ユ，24
32　　 1．52

摘芯 〔7回 ）

　　 （3 圃 ）

　　 （2 回 ）

　　 （1國）

1234 57．047
．542
．93

ユ，8

64 　　  ．91
53　　 0．90
52　　 0．83
49　 　 0．67

が色皿巴，　標月巴　（10十9．6）　　　　　　1
　　 多肥 （10十 14．4）　　 2

　　 多月巴　（15十 14．4）　　　　3

62．0　　　　　77　　　0．81
63．3　　　　　90　　　0．71
72．3　　　　100　　　0．72

試 験 区全 平均値 53．562 　 　 0．｛2

第 5 表　ミシマ サ イ コ の 収量 調 査 絃果 （1996ee）

処埋

　　 1ゴ当 り　  当 り　 ／本当
　　　 根 彙 根 の 数　り根重
NO 　　　9　　 本 　　 9

播種期 （2 月 14 口）

　 　 　 （2 月22 日 ）

　　　 （3月 6tD

12

ハ
5

19．421
．329
．2

60　　 0．33
56 　　  ，39
72 　　 0．47

畦 Ill冨65cm

　 75cm

　 85cm

　 95じm

ユ

234

27．729226

．628

，0

97　　 0．30
72　　 0．47
55　 　 0．47
90　 　 0．30

摘 芯 7 圜

摘 芯 高 5cm

摘 芯 高10cm

摘 芯 高20crn

摘 芯 無処 理

1　 　 　 26．2
2　　　 13．1
3　　　 13．3
4　　　 24．4
5　　　 6，4

69　 　 0，29
53　 　 0，27
49　 　 0．27
61　 　 0．34
31　 　 0．21

施月巴，　者票月巴　（10一ト9．6）
　　 多肥 （10十 14．4）
　　 多肥 （15十 14．4）

129

∂

25，226
．32

＆5

67　 　 0．34
84　　 0，46
89　 　 0．33

試験区全半均 値 23，067 　　 0．35

　1995年 と 96年 の ミ シ マ サ イ コ の 収量を比較す る と全

試験区の 平均で，95年が   当た り54g，96年は 23　g で

大 きな差 が あ っ た 、、こ れ は 1 本当た り根重 が 95 年 で は

0．92g で あ っ た の に
，
96 年 で は 0．35g と 軽 か っ た た め

で あ る （第 4，5 表）。 95年 は 7，8 月 に多照少「・1ゴ〔96年

対比 で 日照時間は 129％，降水量は 56％）で気象条件 に

恵 ま れ，多収 とな っ た と推測 され る 。

　播種期 は 2 月 141．］，
22 日 ， 3 月 6 日で検討 した が，3

月 6 凵播種が 多収で あ っ た。藤 田 ら （1967）は 関東で は

播種適期 は 3 月 1・
1
旬か ら 4 月中旬 と して い る が 、九 州 で

は 3 月上 旬 が 播種 適 期 と 思 わ れ た 。 播種期 を早 くし て も

出芽期が さほ どかわ らず，3月 6日播種 で 出芽の 揃 い が や

や 良か っ た た め と思 わ れ た （第 5 表）。

　株問 が 狭 い ほ ど多収の 傾 向が み ら れ た （第 4 表）。第

1 図 に   当た り根 の 本数と収量 の 関係 を示 した が，密植
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第 1 図 m2 当た り根本 数 と収量
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第 2 図　摘芯回数に よ る1本 根 重 と収 量 （1995）
　　 注．　 （ 〉 内の 数 字 はm

‘
当 た り根 本数

e 1 　 　 2
葉面 積指数

口

一

3　 　　 　　 　 4

第 3図 葉 面積 指数 と収量 （1996 ）

ほ ど 多収 の 傾向で あ っ た 、，厚生省薬務局 発 行 の 「薬用植

物 1」（1992）で は 問引 き を行 うこ と を勧め て い る が、本

試験結果 か ら は，間引 きは 必要な い ．，また 畦 蝠 は 75  が

多収 の 傾 向 で あ っ た （第 5 表）。畦 幅 は 広 す ぎ る と 不1」用

率 が 低 1・
’
し，狭 す ぎる と管 理 作業が 困難とな る 。 畦幅 75

cm で は，播種機 の 幅の 制約 で 2 条播 と なる。

　摘芯 7 回が最 も多収で あっ た 。 摘芯 を頻繁 に 行 う こ と

に よ っ て 下 葉 の 枯 れ 上 が りを 防止 し，栄養成長期 間 を長

く維持す る こ とに よ っ て多収 を得 た もの と思 わ れ る。摘

芯回数別 の 1 本重 と収量の 関係 （第 2 図 ）を見 る と摘 芯

回数が 多い ほ ど 1本重が 重 く，多収 と な っ た。摘芯を強
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く した毎両 5，／0cm の 処理 は減収 した。9 月中旬に摘芯

方法 の 試験区 と施肥 法の 藁面積指数 を測定 した が，葉 面

積指数 が ユ．5程度 の もの が 多収 とな っ た （第 3 図）。 あ る

程 度葉面積 を確保 す る 7 回 摘芯が安定多収 の た め に必要

で あ る 。 ま た 無処 理 や 摘芯回 数が 少な い 区，5，iOcm 摘

芯区 は   当 た り根の 本数が少な い ，，追跡調査 を行 っ て い

な い の で 明確 で な い が，出芽本数 は差 が なか っ た の で 生

育途中で 枯死 し た もの と 思 わ れ る c，

　多EUL栽培 で 若 干増収 して い る が ，標肥栽培 と大きな差

は な か っ た 。燐酸 の 追肥効果 を含め施肥法 に つ い て さ ら

に検討が 必要で ある 。
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　　　　　　　　　　摘　　要

　 ミシ マ サ イコ の 安定多収栽培法 につ い て検刮した
。 播

種量 は 1kg と多くし，3月上旬が播種適期 で，間引きは行

わ な い 、、畦 幅 は 75cmで 2 条播 とす る 。 摘芯 は 7 回行い ，

漸次高 く して い き，最後 は草丈 30cm とす る 。 ま た 8月

中旬以 降は側 面 も切 りそろ える 。
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